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前号掲載論文の修正
「円仁の記述するサンスクリット音節caの音価
（吠阪外国語大学・学報』，No．52，　pp．63－80）
小　林　明　美
　上記論文第醗章第三パラグラフ（p．71）で，caの項に晃られる円仁のただし書き「比字輕微
呼之　下字重音呼之」に欝及して，「サンスクリットの／c／は，／a／が後続すると閉鎖度が低く、
／a／以外の母音が後続すると閉鎖度が高い」と解釈した．
　ところで，「下字亦然」というただし書きが，ka　ga　ca　la　da　ta　4a　paおよびbaの項に晃られる，
いずれも子音が無気閉鎖音であり，ヂ本郷鷺∫があてられている場合である．ただし書きのない
taの項では「唐音」があてられている．奮気音または鼻音で始まる鷺節については，「下字亦然」
というただし書きは全く見られない．
　有気膏で始まる音節の項では，「断鏑呼之」（kha　gha　cha　jha　！ha），「比字断菊」（qha），「断漿」（tha
dha　pha＞または「但断氣」（bha＞とただし書きをして子音が有気音であることを示すが，調音
にっいての，異体的な記述をしていない．
　無気閉鎖鷺で始るる音節について「下字亦然」というのは，「次の項で取り上げる有気音も，
基本的なはこれと岡じように発音される」ということを指示するものである．日本語に無気音と
有気音の対立がない以上，有気音にっいては，「下字亦然」として調音位置と閉鎖度が無気音と
同じであることを確認した上で，鴨断鎖」とただし書きを添えるよりほかなかったのである．
　このように円仁は，「下字」という語を「同じ子音と／a／以外の母音とから成る音籔」という意
味に使っておらず，F次の項で取り上げる音節」の意味で厨いている．したがって，　caの項で「下
字重音呼之」というただし書きがあるのも，「次の項で取り上げるcha」について霧ったもので
あり，「ca　ci　ci　cuなど／c／に／a／以外の母音が後続する場合」について需ったものではない．
　このように，7／頁7行麟から14行縣までは，誤った解釈を示すものであるので，全文を溺除する．
さらにこの部分に関連する脚注28と29も全文を肖ll除する．
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